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第4回夕張バリバリメロンラン開催
7月6日、マウントレースイスキー場をメイン会場に「第4回夕張バリバリメロンラン」が開催され、自

然豊かな夕張の街を走るファンランイベントに過去最多の約1,200人が参加しました。
ゴール後には旬の夕張メロン半玉がふるまわれ、会場ではステージや飲食・物販ブースも賑わい、仮

装で盛り上げる参加者の姿も見られました。
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夕張市立診療所ニュース
2025年

vol.182
８月

８月外来診療体制 【休診】８月７日(木) 婦人科　毎週木曜日、8月12日(火)、18日(月)歯科

☎（0123）57－7781　FAX（0123）57－7783
〒068-0425　夕張市若菜8番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

保屋野
－－

－

－

－

諌山・出張医

出張医

久　原

久　原

諌山・髙野

保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（１・８・15・22・29日）

循環器内科
（６・20日）

泌尿器科 ※予約不要
（５・12・19・26日）

馬　渕

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

保屋野

諌山 または 松島

保屋野

諌山・濱津

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（１・８・15・22・29日）

整形外科 ※予約不要
（５・12・19・26日）

整形外科 ※予約不要
（20日）

整形外科 ※予約不要
（７・14・21・28日）

婦人科
（14・21・28日）

馬　渕

※医師は変更となる場合もございます　※土・日・祝は休診です。
※泌尿器科・整形外科以外は予約制です。
※受付時間…8：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…9：30～11：30／12：30～15：00）

諌山 または 松島

もの忘れ外科
（25日）

健康長寿祭り　開催決定！！
　今年も市立診療所で健康長寿祭りを開催いたします！！今年は9月20日(土)に開催です。昨年7月
に初開催し、好評をいただきました。今年も市民の皆さんにお楽しみいただけるお祭りにしたいと考
えています。詳細は次号にてご案内します。

　畑作りをしました。大きくなるのが楽しみです！

　天気の良い日は水遊びです。毎回べちょべちょに
なるまで楽しみます。

デイサービス「あずましい」

どら焼き作り
　デイサービス「あずましい」にて調理レクリ
エーションとして利用者の皆さんとどら焼き作
りを行いました。ホットケーキミックスにみりん
と蜂蜜を入れた生地をホットプレートで焼きま
す。最後にあんこと生クリームをはさめたら完
成です！「美味しいね！」と皆さん笑顔で大好評
でした。

もの忘れ外来（第2・4月曜午後）は現在、新患の受付を一時停止してお
ります。受付再開の際はお知らせいたします。ご迷惑をおかけします
が、ご理解賜りますようお願い申し上げます。

こじか保育園」

て調理レクリ
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高齢者の保健事業と介護予防の
　　　　　　　 一体的実施事業を行っています

令和６年度から市では、北海道後期高齢者医療広域連合からの委託を受け、高齢者が地域で自立した生活
をできるだけ長く送ることができるよう、生活習慣病の重症化予防と介護予防を一体的に取り組み、フレイル
予防さらには健康寿命延伸を目指す事業を実施しています。

若い頃から血圧のコントロールが重要です。血圧
が高い状態が続くと脳・心臓・腎臓の病気へと重症
化します。

●高血圧対策　家庭血圧を測ろう！
家庭での血圧を測定し、目標値かどうか確認しま

しょう。高い場合は測定を毎日2回（起床後、就寝
前）測定し、時刻・血圧値を記録し医療機関などに
相談しましょう。市では、健康（血圧）相談、血圧計
の貸し出し、血圧記録ノートの配布をしています。

●簡単！筋肉の衰えがわかる　指輪っかテスト

高齢になっての骨折は、生活の不自由に直結する
だけでなく、入院や介護施設入所などにつながり
ます。

加齢により心身機能が低下し、健康から「要介
護」に移行する中間の段階をいいます。早期の対応
で健康な状態に戻ることができます。

年をとると、身体の衰えは誰にでも生じますが、
身体だけが原因ではなく、うつ・認知症などの精
神・心理的問題や、閉じこもりやつながりの減少な
ど社会的問題など様々な要因が重なって引き起こ
されます。

①意識して体を動かす。家事も運動！
②低栄養を防ぐ。たんぱく質を意識して摂る！

※腎機能が低下している方の中には制限が必要
な場合もあります。主治医に相談しましょう。

③噛む・飲み込むなどお口の機能低下を防ぐ
④人とのつながりをなくさない

男性　78.3歳　国よりも1.7年短い
女性　81.6歳　国よりも2.7年短い
高血圧予防と筋力低下予防が目標になります。

問合せ先　保健係　☎52－3106

夕張市の高齢者の主な健康課題 やってみよう！セルフチェック

フレイルとは

フレイル予防の４つのポイント

３．これらが影響し、市民の健康寿命（要介護2未
満までの期間）が国に比べて短く、不健康期間
が長い！（令和5年度KDBデータより）

２．入院医療費で最も割合が高いのは骨折！

１．高血圧治療中の方が後期高齢者医療の約8割
で最も多い！

健 康

悪化

悪化

改善

フレイル 要介護
健康寿命

人としての寿命

低い 高いフレイル危険度

成人の降圧目標値

日本高血圧学会　高血圧治療ガイドライン2019　（2019.4.25発行）

（㎜Hg）

74歳以下

脳血管疾患患者

心血管疾患患者

糖尿病患者

慢性腎臓病患者（尿蛋白陽性）

抗血栓薬服用者

75歳以上

家庭血圧 診察室血圧

125/75未満

135/85未満

130/80未満

140/90未満

両手の親指と
人差し指で

輪っかをつくる

不活発な生活にならないように
　　　　　　　こころがけましょう！
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富野じん芥埋立処分地施設への
ごみの直接搬入方法について

直接搬入ができるもの
●夕張市内で発生した一般廃棄物

●市の分別区分に従って、事前に分別している
廃棄物

●事業系一般廃棄物
　※産業廃棄物の受入はできません。

搬入車両の最大積載量に応じた金額をご購入ください。

ごみを搬入する際はルールを守って適切な処分を心掛けましょう！

現在の搬入状況

●分別せず持ち込まれる。
　→分別の徹底をお願いします。

●フレコンバッグで多量に持ち込まれる。
　→中身を確認するため時間がかかります。

●指定処理施設搬入用処理券でないもので持
ち込まれる。

　→搬入物の受入はできません。
搬入方法について

●搬入車両の自動車検査証に記載されている最
大積載量に応じた金額の処理券を購入し、持
参して係員にお渡しください。

●一般ごみ用：160円（黄色）と粗大ごみ用：200円（桃色）の指定ごみ処理券での持ち込みはでき
ません。

●自宅から出る廃棄物の処理を他人に依頼する際は、夕張市一般廃棄物処理業の許可業者に依
頼してください。

※ごみ分別辞典13ページをご確認ください。

直接搬入で使用できる指定処理券

注意事項

※ごみ分別辞典1２ページをご確認ください。

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108

富野じん芥埋立処分地施設の延命化にご協力ください。

広報ゆうばり　2025年8月号 ４



一部の心無い利用者によって、不法投棄・ルール違反が後を絶ちません。
特に、以下の行為が繰り返されています。

日頃からご協力いただいている皆様には感謝申し上げます。
しかし最近、目に余る不適切なごみの混入が多発しています。

これらはれっきとした 違法行為（不法投棄）です。
監視強化や撤去対応に多大な負担がかかっています。
　適正な利用が続けば、より便利で持続可能なリサイク
ル体制を維持できます。

●包丁などの刃物類（収集作業にとって極めて危険です）
●洗ってない容器（再資源化不能）
●プラマークのないプラスチック製品（対象外です）

　これらは資源にならないばかりか、作業員の怪我、機
械の破損を引き起こし、全体のリサイクル作業に深刻な
ダメージを与えています。

　リサイクルコーナーの適正利用と資源ごみの分別は地域の環境を守る大切な取り組
みです。
　今後ともご理解とご協力を心よりお願いいたします。

リサイクルコーナーに捨てられていた
事業系ごみ（一部抜粋）

資源ごみの中から見つかった刃物
（一部抜粋）

資源ごみの分別、これ以上の間違いは許されません

■ ご理解とご協力のお願い ■

リサイクルコーナーの正しい利用を！

×

×
×

テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンなど家電4
品目（家電リサイクル法対象品）の持ち込み
対象外の大型ごみや事業系ごみの投棄
段ボール（資源ごみとして回収できます）

× 混入が目立つ危険物、迷惑ごみ

市民一人ひとりのご理解とご協力を、心よりお願いいたします。

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108

広報ゆうばり　2025年8月号５



問合せ先　市健康保険係　☎52－3105

■国保のお話 vol.62

入院のときの医療費が心配…。「高額療養費制度」を知っていますか？

医療費の家計負担が重くならないように、医療機関や薬局の窓口で支払う医療費が１か月で上
限額を超えた場合、その超過分を支給してくれるのが「高額療養費制度」です。上限額は、年齢や
所得に応じて区分されています。

医療費が高額になるときは、事前に限度額適用認定証の申請を

高額療養費制度は、窓口で医療費の自己負担分を負担した後に、申請をして超過分が払い戻さ
れる仕組みです。

しかし、事前に「限度額適用認定証」の交付を受けておくと、月ごとの上限額の超過分を窓口で
支払う必要がなくなります。

「限度額適用認定証」の申請が必要な方（申請が必要か確認したい場合はご連絡ください）

・マイナンバーカードを持っていない方や、マイナンバーの保険証利用登録をしていない方
・69歳以下の方
・70～74歳の方のうち、住民税非課税世帯の方
・70～74歳の方のうち、医療費の負担割合が「３割」かつ住民税の課税所得が690万円未満の国保

加入者がいる世帯の方

「限度額適用認定証」の申請が不要な方

・マイナンバーカードの保険証利用登録をしている方
・70～74歳の方のうち、医療費の負担割合が「２割」かつ住民税課税世帯の方
※マイナンバーカードを保険証として利用できない医療機関では、限度額認定証が必要になるため
申請が必要です。

マイナンバーカードを保険証として利用できるかは各医療機関に確認してください。

●申請手続き　※有効期間が切れると再度申請が必要です※
　次のものをお持ちになり、市役所もしくは南支所、ふれあいサロンの窓口で申請してください。
　・届出者の本人確認ができるもの（マイナンバーカード、運転免許証、障害者手帳、在留カードなど）
　・限度額適用認定証が必要な方の国民健康保険資格確認書

広報ゆうばり　2025年8月号 ６



▼
小
中
合
同
研
修
の
実
施

　

夕
張
市
の
小
中
一
貫
教
育
は
、今
年
度
２
年
目

を
迎
え
、子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
質
の
向
上
を
目

指
し
、小
中
の
先
生
方
が
積
極
的
に
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
『
自
ら
学
び
、よ
り
よ
く
生
き
る
ゆ
う
ば
り
っ
こ

の
育
成
』〜
み
ん
な
で
創
る「
学
び
に
向
か
う
力
」

を
育
む
授
業
づ
く
り
を
通
し
て
〜
と
い
う
小
中

統
一の
研
修
テ
ー
マ
の
も
と
、左
記
の
と
お
り
、１
年

間
を
通
し
て
小
中
の
先
生
方
が
、「
子
ど
も
を
主

語
」と
す
る
学
び
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
会
の
開
催

　

道
徳
科
の
授
業
方
法
研
究
の
専
門
家
で
あ
る

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
教
職
教
育
セ
ン
タ
ー
教
授
、

山
田
貞
二
氏
を
招
い
て
、６
月
に
合
同
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

▼『
学
校
だ
よ
り
』も
小
中
合
同
に

　

５
月
末
発
行
の
学
校
だ
よ
り
か
ら
、小
中
合
同

で
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

小
中
の
両
校
長
の
巻
頭
言
、両
校
の
教
育
活
動

や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
、そ
し
て
両
校
の
翌
月
の

主
な
行
事
予
定
を
Ａ
３
判
の
用
紙
裏
表
１
枚
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
だ
よ
り
は
、夕
張
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
夕
張
中
学
校　

学
校
だ
よ
り
」で
閲
覧
で

き
ま
す
。

小
中一貫
教
育
の
推
進
と
充
実
に
向
け
て

　
　
〜
教
師
主
導
か
ら
児
童
生
徒
探
究
型
の「
子
ど
も
が
主
語
」の
授
業
へ
〜

４月28日にりすたで行われた
合同研修会

４月
６月
７月
７～８月
10月
12月

第1回合同研修会（りすた）
外部講師による模擬授業、講演会
先進地区・先進校視察
授業交流月間
指導主事による学校教育指導訪問
公開授業研究会

主
な
研
修
予
定

　

小
中
の
子
ど
も
た
ち
を
相
手
に
授
業
を
行
っ
て

も
ら
っ
た
り（
右
写
真
）、小
中
の
先
生
方
全
員
に

講
演
を
行
っ
て
も
ら
っ
た
り（
右
一
段
下
の
写
真
）、

ま
た
、山
田
氏
が
行
っ
た
授
業
を
参
考
に
夕
中
の

担
任
が
再
現
授
業
を
行
う
な
ど
、先
生
方
に
と
っ

て
は
授
業
力
向
上
の
た
め
大
変
貴
重
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

上
記
の
主
な
研
修
予
定
を
含
め
、小
中
一
貫
教

育
推
進
委
員
会
で
は
、年
間
を
通
し
て
計
９
回
の

合
同
研
修
を
計
画
し
て
お
り
、こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
に
必
要
な
資
質・能
力

を
育
む
学
び
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
の
長
時
間
労
働
や
教
員
不
足
が
深
刻

化
す
る
な
ど
、先
生
方
を
巡
る
職
場
環
境
の
整

備・改
善
が
喫
緊
の
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

　

先
生
方
が
、子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間

▼
部
活
動
の
休
日
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る
中
で
、中
学

校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
も
、具
体
的

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
事

項
で
す
。

　

し
か
し
こ
の
取
組
み
は
、「
指
導
者
の
確
保
」、

「
運
営
体
制
及
び
運
営
資
金
の
確
保
」、「
活
動
場

所
の
確
保
」、「
活
動
場
所
ま
で
の
移
動
手
段
」な

ど
、多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
以
降
、可
能
な
限
り
早
い
段
階

で
、ま
ず
は
休
日
の
地
域
移
行
が
で
き
る
よ
う
、夕

張
中
学
校
に
あ
る
部
活
動
の
種
目
ご
と
に
、市
内

お
よ
び
中
学
校
な
ど
の
関
係
者
で
協
議
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
は
待
っ
た
な
し
の
状
況

で
す
。市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、ご
理

解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

や
自
ら
の
学
び
を
深
め
る
た
め
の
時
間
を
確
保
し

て
、「
生
き
が
い
」「
働
き
が
い
」を
も
っ
て
教
師
の

職
務
に
励
ん
で
も
ら
う
た
め
、本
市
に
お
い
て
も
、

「
夕
張
市
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、業
務
の

効
率
化
や
時
間
外
勤
務
の
縮
減
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
は
、教
職
員
の「
時
間
外

在
校
等
時
間
」を
１
か
月
で
45
時
間
以
内
、１
年

間
で
3
6
0
時
間
以
内
と
す
る
、な
ど
の
目
標
や

具
体
的
な
取
組
み
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、夕
張
市
公
式
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の「
教
育

委
員
会　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に
つい
て
」

の
中
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜・〜

教
育
委
員
会
だ
よ
り

市
学
校
教
育
係

　
　
　
　

☎
57
―
７
５
８
１

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

広報ゆうばり　2025年8月号７



　

６
月
４
日
に
春
季
避
難
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。今
回
は
、事
前
に
避
難
訓
練

実
施
を
知
ら
せ
な
い
、ブ
ラ
イ
ン
ド
式

と
い
う
方
法
で
行
い
ま
し
た
。火
災
が

発
生
し
た
想
定
の
中
、生
徒
一
人
一
人
が

避
難
経
路
を
考
え
体
育
館
ま
で
避
難
し

ま
し
た
。避
難
の
様
子
を
見
た
消
防
署

の
方
か
ら「
皆
さ
ん
の
避
難
行
動
は
、静

か
に
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
て
い
た
。ま
た
、

放
送
を
聞
い
て
自
分
た
ち
で
避
難
経
路

を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
の
で
、素
晴
ら
し
か
っ
た
。今
後
も
い

つ
火
災
が
起
き
て
も
行
動
で
き
る
よ

う
、常
に
防
災
意
識
を
も
っ
て
い
て
ほ
し

い
。」と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

生
徒
の
振
り
返
り
で
は「
急
な
避
難

訓
練
だ
っ
た
が
、冷
静
に
行
動
す
る
こ
と

が
で
き
た
」、「
い
つ
災
害
が
起
き
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
、気
を
抜
か
ず
に
過
ご

し
た
い
」、「
い
つ
ど
こ
で
火
事
が
起
き
る

か
わ
か
ら
な
い
の
で
、常
に
気
を
つ
け

て
、い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
の
命
を
守
れ

　

６
月
５
日
、１
学
年「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」に
お
い
て
、夕
張
市
石
炭
博
物

館
で
の
校
外
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
炭
鉱
の
記
憶

推
進
事
業
団
理
事
長
で
あ
る
平
野
義
文

様
か
ら
、空
知
を
中
心
に「
炭
鉄
港
」と

し
て
の
歴
史
を
広
く
捉
え
る
こ
と
の
重

要
性
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、過
去
か
ら

現
在
を
広
い
視
野
で
捉
え
る
こ
と
で
未

来
へ
と
つ
な
が
る
ま
ち
へ
発
展
す
る
た

め
の
発
想
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、博
物
館
の
展
示

や
、模
擬
坑
道
な
ど
の
紹
介
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

授
業
を
受
け
た
生
徒
た
ち
は
、「
鉄
道

発
展
に
は
炭
鉱
が
つ
な
が
っ
て
い
て
、炭

鉱
は
歴
史
の
中
で
も
重
要
な
素
材
だ
と

知
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
平
野
さ
ん
の

話
を
聞
い
て
、私
に
で
き
る
こ
と
を
探
し

て
未
来
の
夕
張
に
つ
な
げ
よ
う
と
思
っ

た
」な
ど
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

炭
鉄
港
を
学
ぶ
こ
と
で
、未
来
の
夕
張

　

６
月
５
日
、第
１
回
学
校
運
営
協
議

会
を
本
校
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　

本
校
校
長
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
昨
年

度
の
教
育
実
践
や
成
果
の
報
告
、今
年

度
の
方
針
、状
況
、取
組
み
に
つ
い
て
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
様
か
ら
は「
校
内
の
環
境

を
整
備
し
、生
徒
の
学
習
効
果
を
よ
り

高
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」、「
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
や
地
域
企

業
と
授
業
な
ど
で
関
わ
る
こ
と
を
通
し

て
、色
々
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
思

う
」、「
今
後
も
よ
り
よ
い
学
校
づ
く
り

に
協
力
し
て
い
き
た
い
」な
ど
、多
く
の

ご
意
見
、励
ま
し
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
委
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
て
ま
い
り
ま
す
。お
忙
し
い
中
、

会
議
に
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

６
月
23
日
２
年
生
就
職
・
専
門
学
校

進
学
コ
ー
ス「
商
品
開
発
と
流
通
」の
授

業
で
、夕
張
メ
ロ
ン
苗
育
成
作
業
体
験

を
行
い
ま
し
た
。夕
張
市
農
協
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、紅
葉
山
に
あ
る
夕
張
メ

ロ
ン
見
学
ハ
ウ
ス
、沼
ノ
沢
に
あ
る
メ
ロ

ン
ド
ー
ム
見
学
ハ
ウ
ス
の
２
か
所
に
分

か
れ「
着
果
芯
摘
み
」の
作
業
を
体
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

作
業
内
容
は
、実
と
な
る
雌
花
に
効

率
的
に
栄
養
が
届
く
よ
う
に
雌
花
の
先

に
伸
び
た
蔓
や
脇
芽
を
摘
む
も
の
で
、

農
協
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、作

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。摘
む
芽
や
つ

る
を
農
協
の
方
に
確
認
し
な
が
ら
、雌

花
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
慎
重
に
作
業
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

る
よ
う
に
行
動
で
き
る
力
を
身
に
付
け

た
い
」と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。日

常
生
活
の
中
で
、防
災
意
識
を
持
つ
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
避

難
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

の
姿
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
、生
徒
た
ち

一人一人
が
自
ら
の
探
究
活
動
を
行
っ
て
い

く
た
め
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
忙
し
い
中
、ご
対
応
い
た
だ
い
た

平
野
義
文
様
は
じ
め
、関
係
の
皆
様
に

感
謝
い
た
し
ま
す
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

令
和
７
年
度　

春
季
避
難
訓
練

１
年
生
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

　
　
　
　
　
　
　

  

夕
張
市
石
炭
博
物
館

第
１
回
学
校
運
営
協
議
会
（
Ｃ
Ｓ
）

3

２
年
生
商
品
開
発
と
流
通

　
　

夕
張
メ
ロ
ン
育
成
作
業
体
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
着
果
芯
摘
み
」
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

旧夕張市美術館収蔵作品展2025

小展示
「北炭平和炭鉱閉山から50年を迎えて」

鑑賞の催し
「おしゃべり美術館」 　主催：札幌アートコミュニケーターズ

　今年のテーマは「夕張ゆかりの書と写真」です。思い出話

ができるよう、帰省される方やお墓参りにいらっしゃる方が

多い８月2日(土)～17日(日)(午前10時～午後６時)にりすた

で実施します。ぜひ日程をあわせてご鑑賞ください。

1975 年の閉山から 50年を迎えた北炭平和炭鉱の資料を展示し、当時を振り返ります。

　札幌で活躍するアート・コミュニケーターのみなさんと一緒におしゃべりしながら、ゆっくり
作品を観てみます。見て、考えて、話して、聞いて、みんなでつくる対話型の鑑賞です。

我妻 緑巣
「汚いがあるから美しいがあるのさ」

大崎 盛 撮影
　　「平和鉱ズリ山」
　　　左　1980 年
　　　右　1987 年

問合せ先　市社会教育係　☎57－7711

8月5日(火)
　１回目 午後3時30分～
　２回目 午後6時30分～

と き
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【子どもの部】
夕張中学校１年生

「ディズニーの切り絵」「オオカミと女の子の切り絵」

【大人の部】
一般社団法人清水沢プロジェクト

「清水沢まちあるき 100 回　回顧展」

ゆうばりアーカイブ・2025夏
「炭鉱の民話～北炭平和炭鉱～」
「炭鉱と戦争～戦後80年を迎えて～」
　夕張の映像や全国の産炭地の映像などを視聴することを通じて、過去を振り返ります。
今だからわかる発見がたくさんありますので、ぜひご参加ください。今回は２日間実施し
ます。
　タイムスケジュールは、当日会場でお知らせします。

１日目　８月８日(金)　午後2時～午後4時
２日目　８月10日(日)　1部 午前10時～正午　2部 午後１時～午後3時
拠点複合施設りすた 多目的室1・2
１日目は北炭平和炭鉱の資料を紹介し『NHKスペシャル 地の底への精霊歌　炭鉱に民話の生まれ
る時』（NHK、1993年）を上映予定です。2日目は『キャメラを持ったイルボンニン 映画「ミョン
ジャ・明子・ソーニャ」をめぐって』（北海道文化放送UHB、1991年）などを上映する予定です。　
無料　　申込み　不要
夕張地域史調査室 / 夕張市教育委員会　　問合せ先　市社会教育係　☎57－7711

と き

ところ
内 容

参加費
主 催

夕張市民文化祭2025出品について
　市民の力作が一堂に集まる文化祭です。ぜひご参加ください。昨年度に引き続き、今年
度もりすた文化賞の選定を実施し、受賞作品は来年度の広報ゆうばりに掲載します。

10月31日(金)～11月9日(日) 会期中無休
拠点複合施設りすた　　　出品料　　無料
りすた窓口で「出品申込書」を提出してください。作品名・作者名・作品サイズ・出品数・搬
入時間の記入が必要です。
10月１日(水)～10月24日(金)
10月30日(木)　※展示場所は当日ご案内します。
11月10日(月)　　問合せ先　市社会教育係　☎57－7711

と き
と こ ろ
申込方法

申込期間
搬 入 日
搬 出 日
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地域資源をつなぎながら 支えあい活動の推進をしています

令和７年８月吉日

夕張市生活支援コーディネーター　谷口・山田
社会福祉協議会内（☎56－6004） よりぬき

みんなで

第 号８０

　市内各集会所やサロンで毎月1回、介護予防事業による体力測定や身体機能の維持のための
様々な講座が行われています。健康講話や脳トレ体操など楽しんでいます。

6/27㈮　若菜ふれあいサロンにてオレンジカフェが初
めて開催されました。どのくらい参加者が集まるかわか
らない状態での開催でしたが、５名の参加がありまし
た。昔の平和や若菜周辺の写真を見ながら思い出話を
していました。

6/19㈭からりすたで開催する「ゆるリラ
講座」がスタートしました。47名の参加者
が全5回、簡単な体力測定や健康維持講話
と音楽に合わせリラックスしながらの体
操などを行います。市内巡回型のゆるリラ
講座も各地域で行われています。

地
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広報ゆうばり

内内容 日日時 所場所 対対象 定定員 料料金 申申込 　電話 〆締切 他

内

日

所
　

その他

催 し

「広報ゆうばり かわら版」は、市民の皆さんの文化活動などの支援を目的とし、
市民の皆さんが行う講座や催し、サークルの会員募集など、市民の皆さんを対象
としたお知らせを掲載するページとして広く開放します。

夕張メロン無料試食(11:00、
13:00 各先着500名)、屋外テン
ト販売、夕張メロン加工品の見
本市などのほか、市内の皆さん
にもお楽しみいただける催しを
企画しています。ぜひお越しく
ださい！

8月23日(土)
10：00～16：00
※雨天決行
道の駅夕張メロード
52-3128(市商工観光係)

道の駅YUBARIメロード
フェスタ2025

内

日

所
申
他

催 し

水遊びや夏の自然さがしを
予定しています。身近な自然を
見つけて、触れて、体を使って、
楽しもう！

8月1日(金)、8月22日(金)
9：30～11：00
こじか保育園(集合場所)
57-7660(こじか保育園)
facebookで保

育の様子や園開放
の詳細をご覧いた
だけます。

こじか保育園の園開放
「広報ゆうばり かわら版」

掲載募集
掲載を希望する方は、掲載希望
月の前々月20日から前月5日
までに申込書を提出してくだ
さい（必着）。
　申込書と掲載ルールは市ホ
ームページ、市総務係、南支所、
ふれあいサロンで掲載・配布し
ています。
提出・問合せ先

市総務係 52－3170
夕張市本町４丁目２番地
　　　　　 （４階42番窓口）
ybrsom@city.yubari.lg.jp

『かぶきもん』　米原信/著　文藝春秋

・謎の香りはパン屋から（土屋うさぎ）　・牧谿（もっけい）の猿（西條奈加）　・歌舞伎町ララバイ（染井為人）
・ユビキタス（鈴木光司）　・目には目を（新川帆立）　・ザ・ネバーエンディング・ストーリー（小路幸也）
・ありか（瀬尾まいこ）　・汽水域（岩井圭也）　・僕には鳥の言葉がわかる（鈴木俊貴）
・人間の死に方　医者だった父の、多くを望まない最期（久坂部羊）

☆新しく入った本

　時は江戸時代。文化・文政の頃、町人文化が盛んであり、江戸の芝居は華盛りだった。
天才狂言作者・鶴屋南北は次々に傑作を生みだし、芝居町一の色男・三代目尾上菊五郎
と由緒ある名跡を継ぐ御曹司・七代目市川團十郎が人気を二分していた。この三人が工
夫を凝らした舞台に見物客は大喜び。ケチな座元や金主の横槍も、南北の知恵に役者・
裏方が協力し合ってはね返す。

新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583
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北
海
道
大
学
主
催

  
ゆ
う
ば
り
ト
ー
ク
カ
フ
ェ

　
　
　
　
　

  

参
加
者
募
集

令
和
７
年
度
定
額
減
税

  

不
足
額
給
付
金
に
つ
い
て

　

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
こ
の
時
代
。

そ
れ
は
、時
間
や
場
所
、そ
し
て
心
に
ゆ

と
り
を
生
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。夕
張
市
で
暮
ら
す
・
過
ご
す

皆
さ
ん
が
、日
々
感
じ
て
い
る「
今
」。そ

し
て「
こ
う
あ
り
た
い
」と
願
う
未
来
の

姿
。そ
ん
な
思
い
や
声
を
、研
究
者
や

地
域
の
仲
間
と
共
に
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？
あ
な
た
の
声
が
、こ
れ
か
ら
の

社
会
を
つ
く
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

気
軽
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、自
由
に

話
せ
る
対
話
の
会
で
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加

く
だ
さ
い
！（
事
前
申
込
制
）

日　

時　

８
月
11
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場　

所　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

対　

象　

夕
張
市
に
在
住
、通
学
、通

勤
さ
れ
て
い
る
方

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

８
月
８
日（
金
）

申
込
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
ア

ク
セ
ス
し
て
必
要
事
項
を
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

　

令
和
６
年
度
定
額
減
税
調
整
給
付

（
当
初
調
整
給
付
）に
際
し
、推
計
額

を
用
い
て
算
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、結

果
と
し
て
支
給
額
に
不
足
が
生
じ
た

方
な
ど
に
対
し
て
、そ
の
不
足
分
を
支

給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

〔
対
象
者
Ⅰ
〕

　

当
初
調
整
給
付
の
算
定
に
際
し
、令

和
５
年
所
得
な
ど
を
基
に
支
給
額
を

推
計
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、令
和
６

年
分
所
得
税
額
お
よ
び
定
額
減
税
の

実
績
額
な
ど
が
確
定
し
た
後
に
、給
付

所
要
額
と
当
初
調
整
給
付
額
に
差
額

が
生
じ
た
方

〔
対
象
者
Ⅱ
〕

　

次
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
令
和
６
年
分
所
得
税
額
お
よ
び
令

和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割

額
と
も
に
定
額
減
税
前
税
額
が
０

円
で
あ
る

②
税
制
度
上
、扶
養
親
族
に
該
当
し

な
い

③
低
所
得
世
帯
等
給
付
金
の
支
給
対

象
で
は
な
い（
対
象
世
帯
の
世
帯
主・

世
帯
員
に
該
当
し
て
い
な
い
）

※
令
和
７
年
１
月
１
日
時
点
で
夕
張

市
に
住
所
を
有
し
、該
当
す
る
方
。

※
令
和
６
年
分
所
得
税
額
お
よ
び
令

和
６
年
度
分
個
人
住
民
税
所
得
割

額
の
各
合
計
が
１
８
０
５
万
円
を

超
え
な
い
方
。

支
給
額

〔
対
象
者
Ⅰ
〕

　

次
の
①
と
②
の
合
計
を
１
万
円
単

位
に
切
り
上
げ
た
額

①
所
得
税
分
定
額
減
税
可
能
額
－
令

和
６
年
分
所
得
税
額（
減
税
前
）

②
個
人
住
民
税
所
得
割
分
定
額
減
税

可
能
額
－
令
和
６
年
度
分
個
人
住

民
税
所
得
割
額（
減
税
前
）

※
定
額
減
税
可
能
額
は
、納
税
義
務

者
お
よ
び
扶
養
親
族
数（
控
除
対

象
配
偶
者
お
よ
び
16
歳
未
満
の
扶

養
親
族
を
含
む
）に
基
づ
き
算
定
さ

れ
ま
す
。

・
所
得
税
分　

３
万
円
×（
本
人
＋
扶

養
親
族
数
）

・
個
人
住
民
税
所
得
割
分　

１
万
円

×（
本
人
＋
扶
養
親
族
数
）

〔
対
象
者
Ⅱ
〕

　

４
万
円（
令
和
６
年
１
月
１
日
時
点

で
国
外
居
住
者
で
あ
っ
た
場
合
は
３
万

円
）

支
給
日

　

お
送
り
す
る
案
内
に
記
載
の
目

申
請
方
法

　

支
給
対
象
者
に
は
８
月
下
旬
か
ら

順
次
、案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

本
給
付
金
は
、対
象
者
ご
と
に
案
内

を
送
付
し
、支
給
手
続
き
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、個
人
情
報
保
護
の
観
点
か

ら
、本
給
付
金
の
支
給
の
可
否
や
支
給

額
に
つ
い
て
、個
別
の
回
答
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

申
請
期
限　

10
月
31
日（
金
）

給
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
に
ご
注
意

・
夕
張
市
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
な
ど
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

・
夕
張
市
が
給
付
の
た
め
に
手
数
料

の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
保
護
係
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お
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、結
果
を
メ
ー
ル
に

て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。ま
た
、申
込

多
数
の
場
合
は
早
め
に
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
会
議
に
ご
参
加
い
た
だ

い
た
際
に
ク
オ
カ
ー
ド
１
０
０
０
円
分

を
お
渡
し
し
ま
す
。

主　

催

北
海
道
大
学　

社
会
・
地
域
創
発
本

部
／
持
続
可
能
で
ゆ
と
り
あ
る
社
会

シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
共
創
拠
点

問
合
せ
先　

北
海
道
大
学
社
会・地
域
創
発
本
部

☎
0
1
1
―
7
0
6
―
9
6
0
2

coi-event@
fm

i.hokudai.ac.jp

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」Episode 85

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市地域振興係でも受け付けています。
※広報掲載の写真を毎月拠点複合施設りすたで展示しています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市地域振興係　☎52－3141）

「若菜地区黒ダイヤ祭り・七夕祭り」 小倉稔さん所蔵、1965年

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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障
が
い
が
あ
る
方
の
手
当
に

　
　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

  
お
知
ら
せ

◆
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
、障
害
児
福
祉
手
当
の
い
ず
れ

か
を
受
給
し
て
い
る
方
は「
所
得
状
況

届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。届
出
を
し

な
い
と
受
給
資
格
が
あ
っ
て
も
８
月
分

以
降
の
手
当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の

で
、忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
手
続
き
方
法
な
ど
に

つい
て
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

提
出
期
限　

８
月
29
日

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係
ま
た
は
南

支
所

※
届
出
の
際
は
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当
、特
別
障
害

者
手
当
お
よ
び
障
害
児
福
祉
手
当

の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

障
が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
監

護・養
育
し
て
い
る
父
母
な
ど
に
支
給

し
ま
す
。

　

１
級　

月
額　

５
万
６
８
０
０
円

　

２
級　

月
額　

３
万
７
８
３
０
円

○
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

著
し
く
重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た

め
、日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る
在

宅
の
方
に
支
給
し
ま
す
。

◆
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
に

つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
の
方（
支
給

停
止
中
の
方
も
含
む
）は
、毎
年
８
月
に

現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。こ
の
届

は
、毎
年
８
月
１
日
時
点
の
状
況
を
記

入
し
、11
月
以
降
も
引
き
続
き
児
童
扶

養
手
当
を
受
給
で
き
る
要
件
に
あ
る

か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

受
給
者
の
方
に
は
、７
月
下
旬
に
現

況
届
の
提
出
に
つ
い
て
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、期
日
ま
で
に
必
要
書

類
を
添
付
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。※

こ
の
届
が
な
い
と
11
月
分
以
降
の
手

当
が
受
給
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。未
提
出
の
ま
ま
２

年
が
経
過
す
る
と
、時
効
に
よ
り
受

給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
。

提
出
書
類
な
ど

・
現
況
届

・
児
童
扶
養
手
当
証
書（
全
部
支
給

停
止
中
の
方
は
不
要
）

・
同
意
書

・
養
育
費
に
関
す
る
申
立
書

・
印
鑑

・
そ
の
他
受
給
者
の
状
況
に
応
じ
た

必
要
書
類（
該
当
す
る
方
の
み
）

提
出
期
限　

８
月
29
日

提
出
先　

市
生
活
福
祉
係

◆
児
童
扶
養
手
当
の
制
度
に
つ
い
て

　

母
子・父
子
家
庭
な
ど
の
支
援
の
た

め
、次
の
支
給
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母

ま
た
は
養
育
者
に
対
し
、児
童
が
18
歳

に
な
っ
た
後
の
最
初
の
３
月
31
日（
政

令
で
定
め
る
程
度
の
障
が
い
の
あ
る
場

合
は
20
歳
未
満
）ま
で
、児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
要
件

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

・
父
ま
た
は
母
が
生
死
不
明

・
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

・
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

・
母
が
未
婚

　

ま
た
、次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

・
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、児

童
福
祉
施
設
な
ど（
通
園
施
設
を

除
く
）に
入
所
し
て
い
る

・
児
童
が
手
当
の
請
求
者
で
は
な
い

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
る（
父
ま
た
は
母
が
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る

場
合
を
除
く
）

・
婚
姻
の
届
出
は
し
て
い
な
く
て
も
事

実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
る（
父
ま
た

は
母
に
限
る
）

手
当
額（
下
表
の
と
お
り
）

　

受
給
者
や
同
居
す
る
扶
養
義
務
者

の
所
得
に
よ
り
、支
給
さ
れ
る
手
当
額

が
決
定
さ
れ
ま
す
。所
得
状
況
に
よ

り
、手
当
額
の一
部
ま
た
は
全
額
が
支

給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動

に
応
じ
て
手
当
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

公
的
年
金
と
の
併
給
に
つ
い
て

　

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る

方
は
、年
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額

よ
り
低
い
場
合
に
、そ
の
差
額
分
を
児

童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
つ
い
て

　

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。対
象
者
で
あ
っ
て
も
申
請

を
し
な
い
と
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係
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月
額　

２
万
９
５
９
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
、精
神
ま
た
は
身
体
に

重
度
の
障
が
い
を
有
す
る
た
め
、日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要
と

す
る
状
態
に
あ
る
在
宅
の
方
に
支
給

し
ま
す
。

　

月
額　

１
万
６
１
０
０
円

※
手
当
額
は
８
月
１
日
現
在
の
も
の
で

す
。施
設
入
所
や
所
得
に
よ
る
制

限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
生
活
福
祉
係
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令和７年４月からの児童扶養手当額（月額）

全額支給の場合 一部支給の場合
（所得に応じて決定）

対象児童１人目 46,690円 46,680円～11,010円

対象児童２人目以降の加算額
（１人あたり） 11,030円 11,020円～ 5,520円
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一
般
介
護
予
防
事
業

　
　
「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」の

　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」を
ご
存
じ
で
す

か
？ 

日
頃
あ
ま
り
運
動
し
て
い
な
い
、

膝
や
腰
が
痛
く
て
動
く
の
が
お
っ
く
う

に
な
っ
た
、も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
な
ど

と
感
じ
て
い
る
高
齢
者
の
方
に
お
勧
め

し
た
い
の
が「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」で
す
。

　

講
座
で
は
、固
く
な
っ
た
筋
肉
を
ゆ

る
め
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
行
え
る
軽
運
動

と
認
知
機
能
を
維
持
向
上
す
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。専
門

の
講
師
が
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま

す
の
で
、初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
実

践
で
き
ま
す
。興
味
の
あ
る
方
は
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、開
催
予
定
の
日
程・会
場
、申

込
受
付
期
間
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

※
日
程
の
変
更・中
止
の
場
合
は
別
途

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
37・５
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症
状

な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合
は
、

参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

そ
の
他

　

今
後
の
開
催
予
定
に
は
随
時
、広
報

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

 

☎
52
―
3
1
0
7

◆
令
和
７
年
度（
第
２
回
）北
海
道
警

察
官
採
用
試
験

受
付
期
間

　

７
月
１
日（
火
）〜
８
月
15
日（
金
）

　

午
後
５
時
ま
で

１
次
試
験
日　

９
月
21
日（
日
）

採
用
予
定
人
数　

２
５
０
名
程
度

【
男
性
】Ａ
区
分　

２
４
０
名
程
度

　
　
　

Ｂ
区
分　

１
４
０
名
程
度

【
女
性
】Ａ
区
分　

20
名
程
度

　
　
　

Ｂ
区
分　

50
名
程
度

学　

歴

・
Ａ
区
分　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大

学（
短
期
大
学
を
除
く
）な
ど
を
卒
業

し
た
方（
令
和
８
年
３
月
末
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
）

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
し
令

和
８
年
３
月
末
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
方
を
含
み
ま
す
。

・
Ｂ
区
分　
　

Ａ
区
分
以
外
の
方

年　

齢

令
和
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
20
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方（
令
和

８
年
４
月
１
日
現
在
で
18
歳
以
上
33

歳
未
満
）

魅　

力

・
北
海
道
は
私
た
ち
が
守
る

　

警
察
官
の
仕
事
は
交
番
勤
務
や
犯

罪
捜
査
、防
犯
活
動
、交
通
指
導
取

締
、災
害
救
助
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま

す
。自
身
の
特
技・個
性
を
活
か
し
て
、

北
海
道
を一緒
に
守
り
ま
せ
ん
か
？

・
Ｏ
Ｎ
、Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
あ
る
職
場
！
仕
事

も
私
生
活
も
充
実
！

　

北
海
道
警
察
は
仕
事
の
や
り
が
い

は
も
ち
ろ
ん
、私
生
活
も
充
実
さ
せ
た

い
の
に
と
願
う
あ
な
た
を
支
え
る
組
織

で
す
。 

休
暇
や
給
料
、育
児
や
介
護
と

の
両
立
な
ど
、私
生
活
も
充
実
さ
せ
た

い
方
に
と
て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
組
織
で

す
。

ま
ず
は
北
海
道
警
察
に
つ
い
て
知
ろ

う
！

　

北
海
道
警
察
で
は
、ウ
ェ
ブ
や
対
面

型
な
ど
、各
種
説
明
会
や
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
説
明
会
や

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
リ
ア
ル
な
道
警

を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。説

明
会
に
関
す
る
情
報
な
ど
詳
し
く
は
、

北
海
道
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
採
用
セ

ン
タ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、採
用
試
験
に
関
す
る
ご
質
問

は
、ど
ん
な
こ
と
で
も
栗
山
警
察
署
警

備
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
暴
力
団
排
除
活
動
の
推
進

　

暴
力
団
は
、組
織
の
維
持
・
拡
大
の

た
め
に
、覚
醒
剤
密
売
や
特
殊
詐
欺
、

密
漁
、み
か
じ
め
料
・
用
心
棒
料
の
要

求
な
ど
の
犯
罪
行
為
を
行
う
だ
け
で

な
く
、組
織
の
関
係
者
を
利
用
し
て
一

般
社
会
に
お
け
る
経
済
取
引
へ
介
入

す
る
な
ど
、様
々
な
手
段
を
用
い
て
活

動
資
金
獲
得
を
図
って
い
ま
す
。

　

暴
力
団
の
活
性
化
は
様
々
な
犯
罪

を
誘
発
す
る
だ
け
で
な
く
、暴
力
団
の

引
き
起
こ
す
対
立
抗
争
を
激
化
、長

期
化
さ
せ
る
原
因
と
も
な
り
、道
民
の

皆
様
の
安
全
で
平
穏
な
日
常
生
活
と

健
全
な
経
済
活
動
に
大
き
な
脅
威
と

不
安
を
与
え
ま
す
。

　

警
察
は
、暴
力
団
の
壊
滅
に
向
け
て

強
力
な
取
締
り
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、道
民
の
皆
様
も
暴
力
団
追
放

「
三
な
い
運
動
＋
１
」

「
暴
力
団
を
利
用
し
な
い
」

「
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
」

「
暴
力
団
と
交
際
し
な
い
」

を
合
言
葉
に
、暴
力
団
の
違
法
・
不
当

な
活
動
や
犯
罪
被
害
に
関
す
る
こ
と

は
、ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
早
期
に

警
察
に
相
談
、通
報
す
る
強
い
意
思
と

勇
気
を
持
っ
て
、社
会
か
ら
暴
力
団
を

追
放
し
ま
し
ょ
う
。

◆
大
麻
の
乱
用
防
止

　

大
麻
の
乱
用
で
検
挙
さ
れ
る
少
年

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

大
麻
に「
害
は
な
い
」「
依
存
性
は
な

い
」な
ど
の
情
報
は
間
違
い
で
す
。

　
一
度
で
も
大
麻
に
手
を
出
し
て
し
ま

う
と
、そ
の
強
い
依
存
性
に
よ
っ
て
、自

分
の
意
思
で
は
止
め
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。大
麻
の
使
用
を
誘
わ
れ

た
ら
、き
っ
ぱ
り
断
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
72
―
0
1
1
0

場　　所 実　施　日 開 催 時 間 申込締切

9 月 1 日

9 月 8 日

曜　日

月 ８月25日末広恵集会所
（定員15名）

午後１：30～３：00
(受付１：00～)

地域巡回型
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夕
張
市
委
託
事
業

　

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

養
成
講
座

「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

　
　
　
　
　
　

強
化
週
間

学
校
閉
庁
日
に
つ
い
て

赤
十
字
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、ち
ょっ
と
し
た

手
助
け
が
あ
れ
ば
今
よ
り
も
っ
と
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
と
い
う
方
が
た
く
さ
ん

　

８
月
27
日
か
ら
９
月
２
日
ま
で
は
全

国
一斉「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」強
化
週

間
で
す
。専
用
相
談
電
話「
こ
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
」を
設
置
し
て
い
る
ほ

か
、Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）に
よ
る
人
権
相

談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。い
じ
め
、虐

待
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、こ
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
に
つ
い

　

小
中
学
校
で
は
、８
月
12
日（
火
）〜

16
日（
土
）を
学
校
閉
庁
日
と
し
ま
す

の
で
、緊
急
の
連
絡
は
市
教
育
委
員
会

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
学
校
教
育
係

 

☎
57
―
7
5
8
1

◆
赤
十
字
の
社
資
募
集

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、世
界
各
地
で

の
救
護
活
動
は
も
と
よ
り
、国
内
で
の

災
害
救
護
、血
液
事
業
、医
療
事
業
、

社
会
福
祉
事
業
な
ど
の
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
赤
十
字
の
活
動
は
、皆

さ
ん
か
ら
の
社
資（
会
費・寄
付
金
）に

よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

夕
張
市
地
区
で
は
、町
内
会
や
赤
十

字
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た

だ
き
、社
資
募
集
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

実
施
期
間　

11
月
30
日（
日
）ま
で

※
実
施
期
間
以
外
で
も
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

※
社
資
は
全
額
、日
本
赤
十
字
社
へ
送

金
し
ま
す
。

◆
赤
十
字
の
社
員
制
度

　

赤
十
字
の
理
念
と
活
動
に
賛
同
し
、

支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
を「
会

員
」ま
た
は「
協
力
会
員
」と
い
い
ま

す
。会
員
は
年
額
２
０
０
０
円
以
上
、

協
力
会
員
は
年
額
５
０
０
円
以
上
の

協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
で
誰
で
も
加
入

で
き
、法
人
単
位
で
も
加
入
で
き
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

日
本
赤
十
字
社
夕
張
市
地
区

（
市
生
活
福
祉
係
）

 

☎
52
―
1
0
5
9

実 施 日 実 施 内 容

９月５日（金）

９月12日（金）

９月17日（水）

今こそ『ちょっとしたおてつだい』で
暮らしのささえあいを！

認知症サポーター養成講座

生活支援サービス 有償ボランティア
「ちょっとしたおてつだい」とは？

修了証交付

講 師 など

合同会社うぇるかむ代表社員
池田ひろみ 氏

社会福祉法人 幸照会
ケアハウスレインボーヒルズ

キャラバンメイト

生活支援コーディネーター
生活支援サポーター

い
ま
す
。自
分
が
で
き
る
こ
と
、例
え
ば

ご
み
出
し
や
断
捨
離
、神
棚
の
掃
除
な

ど「
ち
ょっ
と
し
た
お
て
つ
だ
い
」が
で
き

る
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
を
養
成
す
る
講
座

を
開
き
ま
す
。お
互
い
に
支
え
合
い
な

が
ら
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
て
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
緒

に
考
え
ま
し
ょ
う
。

場　

所　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

対
象
者　

夕
張
市
民

　

３
回
の
講
座
を
す
べ
て
受
講
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
が
、１
〜
２
回
の

み
の
受
講
希
望
の
方
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

定　

員　

30
名
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

８
月
29
日

申
込・問
合
せ
先

　

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
谷
口・山
田
）

 

☎
56
―
6
0
0
4

て
、法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
対
応
し
、解
決
に
導
き
ま
す
。

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
で

す
。

期　

間　

８
月
27
日
〜
９
月
２
日

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

土
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談・問
合
せ
先

○
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
0
1
2
0
―
0
0
7
―
1
1
0

○
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
人
権
相
談

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
な
ど
で
、公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
法
務
局
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相

談
」を
友
だ
ち
追
加
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

検索ＩＤ：
＠linejinkensoudan

８月は北方領土返還要求運動強調月間です 択捉島

色丹島

歯舞群島
はぼまいぐんとう

しこたんとう

くなしりとう

えとろふとう

国後島今も昔も
　これからも
　　北方領土は
　　　　　日本の領土
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狩
猟
免
許
試
験・予
備
講
習

令
和
７
年
度

　
　
　
　

自
衛
官
募
集

夕
張
学
校
鑑
賞
教
室
の

　
　

一
般
参
加
に
つ
い
て

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

　
　
　
　

  

実
施
に
つ
い
て

◆
予
備
講
習

受
付
期
間

　

９
月
16
日（
火
）〜
11
月
13
日（
木
）

講
習
日　

11
月
23
日（
日
）

講
習
会
場

　

岩
見
沢
市
民
会
館
ま
な
み
ー
る

（
岩
見
沢
市
９
条
西
４
丁
目
）

受
講
料

　

第
１
種
ま
た
は
第
２
種

１
万
２
５
０
０
円

網
ま
た
は
わ
な　
　
　
　

９
０
０
０
円

◆
狩
猟
免
許
試
験

申
請
期
間　

北
海
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

試
験
日　

11
月
30
日（
日
）

試
験
会
場　

空
知
総
合
振
興
局

（
岩
見
沢
市
８
条
西
５
丁
目
）

問
合
せ
先　

空
知
総
合
振
興
局

☎
０
１
２
６
―
20
―
０
０
４
３

◆
第
２
回
一
般
曹
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
限　

９
月
２
日（
火
）

試
験
日

・
第
１
次
試
験（
ウ
ェブ
試
験
）

９
月
13
日（
土
）〜
９
月
21
日（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

・
第
２
次
試
験

10
月
12
日（
日
）〜
10
月
16
日（
木
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
33
歳
未
満

　

ゆ
う
ば
り
小
学
校・夕
張
中
学
校
で

は
、外
部
の
文
化
団
体
を
招
い
て
、鑑

賞
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
度

は
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
も
申
込
み
の

う
え
来
場
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
！

◆
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
子
象
物
語
〜
ト

ン
キ
ー
よ
永
遠
に
〜
』

と　

き　

９
月
２
日（
火
）

開　

演　

午
前
10
時
25
分

閉　

演　

午
前
11
時
45
分

と
こ
ろ　

ゆ
う
ば
り
小
学
校
体
育
館

公
演
団
体　

劇
団
ト
マ
ト
座

◆
音
楽
会
『
ア
フ
リ
カ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
J
O
Y
コ
ン
サ
ー
ト
』

と　

き　

９
月
11
日（
木
）

開　

演　

午
後
１
時
15
分

閉　

演　

午
後
２
時
45
分

と
こ
ろ　

夕
張
中
学
校
体
育
館

公
演
団
体

　

㈱
日
本
芸
術
教
育
振
興
会

◆
そ
の
他
（
申
込
方
法
な
ど
）

・
両
公
演
と
も
に
入
場
無
料
、定
員

30
名
で
す
。

・
参
加
申
込
み
の
際
は
、市
社
会
教
育

係
に
、「
名
前・住
所・連
絡
先
」を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。申
込
期
限
は
８
月

27
日（
水
）で
す
。

・
開
場
は
開
演
の
30
分
前
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

・
演
者
や
学
校
な
ど
の
都
合
で
、急
遽

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
当
日
は
名
前
と
住
所
が
わ
か
る
、顔

写
真
つ
き
の
身
分
証
明
書
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

・
内
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
公
演
途
中
の
入
退
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

・
学
校
で
の
公
演
の
た
め
、子
ど
も
た

ち
の
鑑
賞
を
優
先
し
ま
す
の
で
、ご

了
承
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

市
社
会
教
育
係

 

☎
57
―
7
7
1
1

◆
第
２
回
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
限　

８
月
19
日（
火
）

試
験
日

８
月
28
日（
木
）〜
８
月
31
日（
日
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
33
歳
未
満

◆
第
３
回
自
衛
官
候
補
生
採
用
試
験

受
付
期
限　

９
月
２
日（
火
）

試
験
日

９
月
22
日（
月
）〜
９
月
27
日（
土
）

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
33
歳
未
満

◆
航
空
学
生
採
用
試
験

受
付
期
限　

８
月
29
日（
金
）

試
験
日

９
月
20
日（
土
）・９
月
27
日（
土
）の

う
ち
指
定
す
る
１
日

年　

齢　

・
海
上　

18
歳
以
上
〜
23
歳
未
満 

・
航
空　

18
歳
以
上
〜
24
歳
未
満

◆
防
衛
大
学
校
（
一
般
）

受
付
期
限　

10
月
16
日（
木
）

・
第
１
次
試
験　

11
月
１
日（
土
）

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
21
歳
未
満

◆
令
和
７
年
度
防
衛
大
学
校（
推
薦
）

受
付
期
限　

９
月
９
日（
火
）

試
験
日

９
月
20
日（
土
）・９
月
21
日（
日
）の

う
ち
指
定
す
る
１
日

年　

齢　

18
歳
以
上
〜
21
歳
未
満

◆
そ
の
他

○
自
衛
官
採
用
説
明
会

会　

場

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

恵
庭
地
域
事
務
所

内　

容

　

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、処
遇
な
ど

時　

期　

年
中
無
休（
土
日
祝
日
は

事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

問
合
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

 

恵
庭
地
域
事
務
所

　
（
恵
庭
市
住
吉
町
２
丁
目
３
―
21

Ｈ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
３
Ｆ
）

☎
0
1
2
3
―
34
―
5
4
3
8

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時

に
備
え
、全
国
一
斉
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ

る
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
で
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校
と

夕
張
中
学
校
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

音
声
情
報
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、弾
道
ミ
サ
イ
ル
情

報
、津
波
警
報
、緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
情
報
を
国
か
ら
人
工
衛
星
を
通
じ

て
、地
方
公
共
団
体
に
瞬
時
に
伝
達
す

る
と
同
時
に
、携
帯
電
話
会
社
を
通
じ

て
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

実
施
日
時

　

８
月
20
日（
水
）午
前
11
時

放
送
内
容

〈
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

「
こ
れ
は
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
。」×
３
回

〈
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
〉

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
保
安
係

 

☎
53
―
4
1
2
1
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　7月13日、旧清陵町さわやかホールを活用し、放
課後等デイサービス事業所「クラス（CRAS）」の開
所式が行われました。
　3月に既存事業所が事業を停止したことを受け、
関係者が協議を重ね、「ライフネットゆうばり」（社
会福祉法人雪の聖母園）が運営を担っています。「ク
ラス」はラテン語で「明日」を意味し、子どもたちの
居場所づくりへの願いが込められています。

　6月21日、夕張岳のヒュッテ開きが行われました。
豊富な高山植物が見られ、「花の名山」として登山者
に親しまれる夕張岳ですが、令和5年の鹿島林道の
大規模崩落により登山道が閉鎖されていました。関
係各所の尽力により復旧が進み、令和7年6月から3
年ぶりに登山が再開されました。

放課後等デイサービス「クラス」開所 夕張岳ヒュッテ開き 3年ぶりに登山再開

　夕張市の民謡団体「琴謡会」に所属する小林美佳
さんが、三笠市で開催された第33回北海盆唄全国
大会（成年の部）で優勝を果たしました。
　娘さんの三味線伴奏とともに優勝をつかみ取り、
7月22日には市長と教育長へ結果を報告しました。

　7月9日、夕張高等養護学校で、沖縄の伝統芸能を
伝える「美（ちゅら）」による公演が行われました。
　恋の歌や結婚の儀式、先祖を送るエイサー、平和
を願う獅子舞など多彩な演目が披露され、生徒たち
はリズムに合わせて声を出したり、踊りのポーズをと
ったりと、本格的な琉球舞踊と音楽を間近で楽しん
でいました。

北海盆唄全国大会で優勝 沖縄の舞と音楽にふれる
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６
月
く
ら
い
か
ら
例
年
よ
り
も
暑
い
日
が
多
い
な
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今
日
も
、
こ
こ
市
長
室
は
蒸
し
暑

い
で
す
。

　

本
年
６
月
の
北
海
道
地
方
の
月
平
均
気
温
は
、
昭
和
21
年
の
統
計

開
始
以
降
、
６
月
と
し
て
最
も
高
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
（
令
和
７

年
７
月
２
日
・
札
幌
管
区
気
象
台
発
表
）

　

夕
張
市
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
や
は
り
、
昭
和
51
年
の
観
測
開
始
以

来
、
６
月
の
値
と
し
て
は
１
位
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
１

位
を
記
録
し
て
い
た
の
が
平
成
22
年
で
す
か
ら
15
年
振
り
に
記
録
が

更
新
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
気
候
変
動
に
よ
る
も
の
な

の
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
毎
年
６
月
頃
に
な
り
ま
す
が
、
札
幌
管
区
気
象
台
か

ら
職
員
の
皆
様
が
市
役
所
へ
お
越
し
に
な
り
、
連
絡
網
の
確
認
と
気

象
に
関
す
る
取
組
み
へ
の
ご
助
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
日

頃
、
気
象
情
報
の
中
で
も
特
に
災
害
に
及
ぶ
可
能
性
の
あ
る
気
象
が

予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
迅
速
に
情
報
共
有
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
、
こ
の
気
象
台
の
皆
様
が
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
際
に
は
「
空

知
地
方
の
気
候
変
動
」
に
つ
い
て
の
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
統
計
デ
ー
タ
の
分
析
か
ら

人　口 6,001人(－24人)
　男 2,794人(－  7人)
　女 3,207人(－17人)

世帯数 3,715世帯(－12世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
9
月
号
は
、

9
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和７年７月１日　現在
夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ
※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

夕張市 X（旧Twitter）

●
年
平
均
気
温
は
10
年
あ
た
り
０
・
22
℃
上
昇

●
日
本
海
側
の
「
年
最
深
積
雪
」
は
減
少
傾
向

●
傘
を
さ
し
て
い
て
も
濡
れ
る
よ
う
な
、
一
時
間
降
水
量
30
ミ
リ
以
上

の
回
数
は
増
加
の
傾
向

と
の
こ
と
で
し
た
。
皆
様
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
日
頃
感
じ
て
い
る

こ
と
は
や
は
り
統
計
で
も
し
っ
か
り
と
現
れ
て
い
る
感
じ
が
し
ま
せ
ん

か
？
特
に
、
気
温
上
昇
は
大
雨
を
も
た
ら
す
積
乱
雲
が
発
生
し
や
す
く

な
る
そ
う
で
す
の
で
、
暑
い
日
が
続
い
た
あ
と
の
気
象
に
は
注
意
が
必

要
で
す
ね
。

　

さ
て
、
市
民
の
皆
様
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

昨
年
８
月
31
日
に
夕
張
市
内
で
も
床
上
浸
水
、
道
路
や
農
地
で
冠
水
被

害
を
も
た
ら
す
大
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
の
一
時
間
降
水
量
は
沼
ノ
沢
地
区
で
63
・
５
ミ
リ
を
観
測

し
、
瞬
間
的
な
降
水
量
と
し
て
10
分
あ
た
り
の
降
水
量
は
19
・
５
ミ
リ

と
観
測
史
上
最
大
の
降
水
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
気
象
が
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
札
幌
管

区
気
象
台
の
説
明
と
も
一
致
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
既
存
の
排
水

施
設
を
適
正
に
管
理
し
て
い
て
も
被
害
を
完
全
に
抑
え
る
こ
と
が
難
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
市
道
排
水
管
理
の
強
化
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
市
民
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
「
気
象
情
報
の
確
認
」
や
、
市
が
災
害
協
定

を
締
結
し
て
い
る
「Yahoo!

防
災
速
報
ア
プ
リ
の
活
用
」
な
ど
、
自
ら

お
取
組
み
頂
け
る
範
囲
で
の
防
災
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

夕
張
市
長　

厚　

谷　
　

司

Yahoo!防災速報
アプリはこちら

iOSの方

Androidの方

市長コラム

空知地方の気候変動

▲ 熱中症警戒アラート発表時の本町(7/23)
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